
事業場における治療と職業生活の両立支援事業について 

～『両立支援カード』を作成しました～ 

神奈川産業保健総合支援センター 

 

平成 28 年 2 月に厚生労働省から示された「事業場における治療と職業生活の両立支援のた

めのガイドライン」に基づき同年 10 月より、治療と職業生活に関する両立支援事業を推進して

おります。 

この度、事業者、人事労務担当者及び産業保健スタッフに周知広報するほか、患者（社員）や

家族の方への周知広報用として名刺サイズの『両立支援カード』を作成しました。 

この『両立支援カード』の対象者は、ガイドラインに示された疾病、がん、脳卒中、心疾患、

糖尿病、肝炎、その他難病などです。また、センターの産業保健相談員（産業医）や両立支援促

進員（保健師、社会保険労務士、医療ソーシャルワーカー）の専門家が相談対応いたします。 

 

＜治療と職業生活に関する両立支援事業＞ 

１ 事業場への個別訪問支援 

 両立支援に取り組む企業等の依頼を受けて、両立支援促進員が事業場を訪問し、治療と職業

生活の両立支援に関する制度導入の支援や管理監督者、社員等を対象とした意識啓発を図る教

育を実施します。 

 

２ 労働者と事業場の個別調整支援 

 両立支援促進員が、事業場に出向いて個別の患者（社員）に係る健康管理について、事

業者と患者（社員）の間の仕事と治療の両立に関する調整支援を行い、両立支援プラン・

職場復帰支援プランの作成を助言、支援します。 

 

３ 労働者・事業場からの相談対応 

  治療と職業生活の両立支援に関する相談に、電話、メール、面談等により対応します。 

 

４ 事業場への啓発セミナーの開催 

  「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン」等の普及・啓発を目的と

した事業者等を対象とするセミナーを実施します。                                                   


